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カ
タ
バ
ミ
（
片
喰
み
）

別
名
酢
漿
草
（
ソ
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
）

今
回
は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
カ
タ
バ
ミ
で

す
。
ナ
ス
、
ミ
カ
ン
と
続
い
た
の
で
、
キ
ュ
ー

リ
（
オ
ク
ラ
）
の
登
場
で
す
。

と
い
う
の
は
カ
タ
バ
ミ
の
実
（
種
）
は
キ
ュ

ー
リ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
子

供
の
こ
ろ
、
こ
の
実
を
食
べ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
た
だ
、
本
な
ど
で
は
実
の
形
は
キ
ュ

ー
リ
よ
り
も
オ
ク
ラ
に
似
て
い
る
と
し
て
い
ま

す
。花

期
は
春
か
ら
秋
で
こ
の
写
真
は
昨
年
の
刈

り
取
り
前
に
５
号
棟
の
東
側
で
撮
っ
た
も
の
で

す
。葉

に
シ
ュ
ウ
酸
を
含
み
、
こ
の
葉
で

円
玉

10

の
よ
う
な
銅
製
品
を
磨
く
と
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る

そ
う
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
花
言
葉
は
「
輝
く
心
」

と
な
り
ま
し
た
。

団
地
内
の
野
草

田
島
康
弘
（
３
ー
１
０
１
）

２月行事予定
６日(火) ◎鴨池小学校 新１年生保護者説明会

９日(金) ◎火災予防運動の日（毎月９日）
◎第３回腎臓病教室

テーマ：腎臓病で注意したい栄養と歯周病
時間：10：00～11：00 定員：20名（先着順）

場所：今村総合病院 C棟８階患者ラウンジ

１０日(土) ◎鴨池小学校 土曜授業
◎鴨池中学校 土曜授業
◎鴨カムサタデー 時間：12：00～13：30

場所：鴨池校区公民館前松林
・鴨カムお結び（地域食堂）

料 金：18歳以上／300円、18歳未満／200円、
その他：提供完了次第終了 未就学児／無料

・絵画講座
その他：事前申込不要、当日手ぶら参加 OK

・スマホ相談会
その他：事前申込不要

１１日(日) ◎第９回ダレデェーモ・マナヴェール
テーマ：建築とまちづくり～鴨池校区にちなんで～
時間：10：00～11：00 場所：鴨池校区公民館

１５日(木) ◎合同リサイクル活動
時 間：7：30～8：00 場所：鴨池小学校正門、東門
回収品：廃食用油、キッチン金具(刃物類不可)

本、制服、ベルマーク、
インクカートリッジ・トナー(純のみ)

１８日(日) ◎第10回プティエコール
テーマ：卓球レクリエーション
時間：10：00～11：45 場所：鴨池小学校体育館

◎第10回ダレデェーモ・マナヴェール
テーマ：歴史上の女性たち
時間：10：00～11：45 場所：鴨池校区公民館

体幹トレーニング

19日(月)10：30～11：30

26日(月)11：00～12：00

鴨池生協クリニック５階

参加費：500円

第32回鴨池校区文化祭
３日(土)
開会行事と昔あそび
時間：11：00～12：00
場所：鴨池校区公民館

４日(日)
からくり人形・マジック
時間：11：10～12：00
場所：鴨池校区公民館

彫刻講話
時間：13：30～15：00
場所：鴨池校区公民館

４日(日)～18日(日)
作品展示
場所：イオン鹿児島鴨池店

今村総合病院
時間：営業時間内

７日(水)
歌唱発表 まさご歌う会
時間：10：00～
場所：真砂福祉館

10日(土)
作品展示 「私の活きた証」展
時間：12：00～
場所：鴨池校区公民館

11日(日)
演芸発表と美術講話
津軽三味線・マジック
11：30～12：00

マジックアート
13：30～14：30

美術講話
15：00～16：30

場所：鴨池校区公民館
18日(日)
閉会行事

（兼女性学級、成人学級閉講式）
時間：11：45～12：00
場所：鴨池小学校体育館

鴨かもサロン

28日(水)10：00～11：20

鴨池生協クリニック１階

参加費：100円

体幹トレーニングの簡易版

スマホ相談会

要予約(その週の月曜まで)

14日(水)、28日(水) 10：00～12：00

予約不要

10日(土)12：00～13：30

場所：鴨池校区公民館

３サンハイツせけんばな紙
第 ２７ 号 令和５年２月１日

編集責任者
田島康弘( 3-101)

作成責任者
渡邉芳憲( 9-503)

編集委員
小松清明(10-501)
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耐
震
基
準
が
改
正
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

前
回
の
回
答
に
補
足
す
る
と
い
う
形
で
の
回
答
に

昭
和

年
（
１
９
７
１
年
）
の
十
勝
沖
地
震
で
、
そ
の
後

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、

46

昭
和

年
（
１
９
７
８
年
）
に
は
宮
城
県
沖
地
震
も
あ
り

①
２
、
３
、
５
、
８
、
９
号
棟
は
、
新
耐
震
基
準

53

ま
し
た
。

と
同
等
の
設
計
が
さ
れ
て
い
る

■
は
じ
め
に

新
旧
の
耐
震
基
準
の
違
い
を
見
て
み
ま
す
と
、

②

号
棟
は
、
「
建
築
構
造
設
計
要
領
」
の
「
６
～

10

今
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
１
月
１
日
元
日
の
午
後
４
時

旧
耐
震
基
準
は
、

８
階
建
壁
式
構
造
」
に
基
づ
き
、
新
耐
震
基
準

10

分
に
石
川
県
能
登
半
島
で
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

①
震
度
５
強
程
度
の
地
震
で
、
改
修
・
補
修
で
使
用
可
能

と
同
等
の
設
計
が
さ
れ
て
い
る

こ
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

の
地
震
で
は
、
２
３
０
人
以
上

②
震
度
６
程
度
以
上
の
地
震
は
想
定
し
て
い
な
い

③

～

号
棟
は
、
昭
和

年
６
月
の
建
築
基
準

7.6

11

14

56

の
方
が
犠
牲
と
な
ら
れ
、
石
川
県
及
び
近
隣
の
県
で
併
せ
て

③
建
物
全
体
で
地
震
力
を
考
慮
す
る

法
施
行
令
の
改
正
後
に
適
合
す
る
旨
の
通
知
書

１
，
１
０
０
人
以
上
の
方
が
、
け
が
を
負
わ
れ
ま
し
た
し
、

④
建
物
を
固
く
設
計
す
る
。
限
界
を
超
え
る
と
折
れ
る
」

が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
新
耐
震
基
準
の
取
り
扱

ま
だ
安
否
が
不
明
な
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

と
、
な
っ
て
い
ま
す
。

い
に
な
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
火
事
も
発
生
し
ま
し
た
。

新
耐
震
基
準
は
、

住
宅
公
団
は
、｢

日
本
住
宅
公
団
法
」
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
１
万
５
千
人
以
上
の
方
々
が
、
県
内
に
設
け

①
震
度
５
強
程
度
の
地
震
で
、
改
修
・
補
修
し
な
く
て
も

設
立
さ
れ
た
特
殊
法
人
で
し
た
の
で
、
民
間
に
先

ら
れ
た
避
難
所
３
７
０
カ
所
に
避
難
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
可
能
で
あ
る

ん
じ
て
新
耐
震
基
準
を
設
計
に
適
用
し
て
い
た
の

今
で
も
、
余
震
が
断
続
的
に
発
生
し
て
お
り
、
心
を
す
り

②
震
度
６
以
上
の
地
震
で
も
人
命
に
危
害
が
な
い
よ
う
倒

で
し
ょ
う
。
①
、
②
は
、
書
類
上
は
旧
耐
震
基
準

減
ら
す
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
イ
ン

壊
し
な
い
こ
と

で
す
の
で
、
右
の
証
明
す
る
文
言
が
重
要
で
す
。

フ
ラ
が
断
た
れ
た
状
態
が
、
生
き
る
こ
と
を
さ
ら
に
難
し
く

③
高
さ
方
向
、
水
面
方
向
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
す
る

左
は
令
和
２
年
９
月

日
付
け
の
回
答
で
す
。

24

し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
、
自
治
体
の
方
々
も
、

④
建
物
を
変
形
さ
せ
て
も
倒
壊
し
な
い
設
計
が
さ
れ
て
い

回
答
は
２
ペ
ー
ジ
で
し
た
が
、
２
ペ
ー

ジ
目
は
、

こ
れ
ら
を
復
旧
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
に
、

る
こ
と
」
と
、
な
っ
て
い
ま
す
。

海
砂
の
こ
と
で
し
た
の
で
省
略
し
て
い
ま
す
。

日
夜
を
問
わ
ず
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
団
地
は
、
２
、
３
、
５

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

号
棟
の
入
居
が
昭
和

年
５
月
か
ら

57

と
と
も
に
、
け
が
を
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
回
復
を
願

始
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
建
築
は
前

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
震
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
被

年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
、
新

災
さ
れ
た
方
々
が
、
「
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
分
も
含
め

耐
震
基
準
の
適
用
が
ど
う
な
っ
て
い

て
頑
張
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
復
興
に
立
ち
向
か
っ
て

る
ん
だ
と
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。

頂
く
こ
と
を
、
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
１
／

現
在
）

修
繕
委
員
会
（
今
は
解
散
し
て
い

17

■
私
た
ち
の
建
物
は
ど
う
な
の
か

ま
す
）
が
、
平
成

年

月

日
付

18

10

23

さ
て
、
地
震
災
害
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
無
関
心
で
お

け
で
、
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
建
物
は
ど
う
な
ん

機
構
（
住
宅
公
団
の
後
継
機
関
）
九

だ
ろ
う
と
言
う
こ
と
で
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

州
支
社
に
対
し
て
、
照
会
し
て
お
り

そ
の
前
に
、
「
建
物
の
耐
震
基
準
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

そ
の
回
答
が
平
成

年

月

日
に

18

11

14

ま
す
が
、
こ
の
耐
震
基
準
に
は
新
旧
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
境

来
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
令
和
２
年

目
が
昭
和

年
（
１
９
８
１
年
）
６
月
１
日
に
な
り
ま
す
。

９
月

日
に
も
補
足
回
答
が
来
て
い

56

24

建
築
確
認
が
こ
の
日
よ
り
前
な
ら
旧
耐
震
基
準
、
こ
の
日
以

ま
す
。
こ
れ
は
、
令
和
２
年
の
夏
、

降
で
あ
れ
ば
新
耐
震
基
準
と
な
り
ま
す
。

追
加
し
て
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
、

能
登
半
島
地
震
に
関
連
し
て

渡
邉
芳
憲
（
９-

５
０
３
）

適合する旨の通知書交付日（建築確認日に相当）
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